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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）におけるわが国経済は、雇用・所得環

境が改善傾向にあるなど、景気は緩やかな回復基調が継続しましたが、企業収益の改善に足踏みが見られたほか、海

外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響などが懸念され、先行きは不透明な状況にあります。

このような環境下におきまして、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、以下のとおりとなり

ました。売上高は、包装容器関連機械設備や飲料容器などの販売が低調に推移したほか、円高の影響により海外子会

社の売上高が円換算で減少し、5,886億14百万円（前年同期比3.4％減）となりました。利益面では、グループ全体の

コスト削減効果のほか、原油価格の下落にともない原材料・エネルギー価格が前期を下回ったことなどにより、営業

利益は338億７百万円（前年同期比24.8％増）となりました。経常利益は、海外子会社への外貨建て貸付金などの外

貨建債権債務にかかる為替差益を計上したことなどにより、360億16百万円（前年同期比40.3％増）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産売却などにともなう特別利益を計上したことにより、252億31百万

円（前年同期比159.3％増）となりました。 

各セグメントの営業の概況は次のとおりです。 

〔包装容器関連事業〕

売上高は4,998億15百万円（前年同期比4.4％減）となり、営業利益は298億21百万円（前年同期比48.4％増）とな

りました。

①金属製品の製造販売 

金属製品の売上高は前年同期を下回りました。

《国内》 

清涼飲料向けのキャップが増加しましたが、コーヒー向けを中心として飲料用空缶が低調に推移したことによ

り、売上高は前年同期を下回りました。

《海外》 

タイにおいて健康飲料向けの飲料用空缶が伸長したほか、ドイツにおいてビール向けのマキシキャップが増加し

ましたが、円高の影響により、売上高は前年同期を大幅に下回りました。

②プラスチック製品の製造販売 

プラスチック製品の売上高は前年同期並となりました。

《国内》 

健康飲料・コーヒー向けなどの飲料用ペットボトルが減少したほか、味噌向けのカップが低調に推移しました

が、清涼飲料向けなどのキャップや洗濯用洗剤向けのボトルが好調に推移したことにより、売上高は前年同期並と

なりました。

《海外》 

タイにおいて果汁飲料の受託充填品の伸長で飲料用ペットボトルが好調に推移したほか、洗濯用洗剤向けのボト

ルが増加し、売上高は前年同期を上回りました。

③ガラス製品の製造販売 

食器などのハウスウエア製品が低調に推移したほか、清涼飲料向けのびん製品が減少し、売上高は前年同期を下

回りました。 

④紙製品の製造販売 

段ボールシート販売などが低迷したほか、コンビニエンスストア向けのコーヒー用飲料コップの減少により紙容

器製品が低調に推移し、売上高は前年同期を下回りました。 

⑤エアゾール製品・一般充填品の受託製造販売 

頭髪用品などの一般充填品が好調に推移したほか、化粧品などで新規受注があったエアゾール製品が増加し、売

上高は前年同期を上回りました。 

⑥包装容器関連機械設備の製造販売 

米国において中国・中東向けの製缶・製蓋機械などの販売が低調に推移したほか、円高の影響により、売上高は

前年同期を大幅に下回りました。

〔鋼板関連事業〕 

売上高は400億20百万円（前年同期比3.8％減）となり、営業利益は28億60百万円（前年同期比201.3％増）となり

ました。

電気・電子部品向けでは、電池材で乾電池や車載用二次電池が増加しましたが、円高の影響などにより、売上高は

前年同期を下回りました。

自動車・産業機械部品向けでは、ガスケット材が増加しましたが、ベアリングシール材が減少し、売上高は前年同

期を下回りました。
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建築・家電向けでは、ユニットバス向け内装材や冷蔵庫向け扉材が減少し、売上高は前年同期を下回りました。

〔機能材料関連事業〕 

売上高は263億27百万円（前年同期比9.4％減）となり、営業利益は２億44百万円（前年同期比91.4％減）となりま

した。

磁気ディスク用アルミ基板では、品質要求の引き上げにともなう生産性の低下や円高の影響などにより、売上高は

前年同期を下回りました。

光学用機能フィルムでは、売上高は前年同期を下回りました。

その他、ほうろう製品向けの釉薬や顔料が減少しました。

〔不動産関連事業〕 

オフィスビルおよび商業施設等の賃貸につきましては、売上高は55億40百万円（前年同期比5.9％増）となり、営

業利益は34億15百万円（前年同期比8.0％増）となりました。

〔その他〕 

硬質合金・機械器具・農業用資材製品および自動車用プレス金型などの製造販売、石油製品などの販売および損害

保険代理業などにつきましては、売上高は169億11百万円（前年同期比64.3％増）となり、営業損失は８億12百万円

（前年同期は６億65百万円の営業利益）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間における連結子会社の増減は、次のとおりです。 

・増加（６社） 

Stolle EMS Group Limited

Stolle European Manufacturing Solutions Limited

Stolle EMS Precision Limited

Energo-Metal System Polska sp. z.o.o.

イチノセトレーディング株式会社

NCC Europe GmbH

・減少（１社） 

Malaysia Packaging Industry Berhad ※ 

※ 当社の連結子会社である東洋製罐株式会社は、平成28年９月29日付で、同社が保有するMalaysia Packaging 

Industry Berhadの株式のすべてを、大成ラミック株式会社に譲渡いたしました。

（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債および純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、１兆1,270億70百万円となりました。保有上場有価証券の時価上昇に

より投資有価証券は増加しましたが、現金及び預金や有形固定資産の減少により前連結会計年度末に比べ235億97

百万円の減少となりました。 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、4,117億91百万円となりました。借入金等が減少したことにより前連結

会計年度末に比べ346億87百万円の減少となりました。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、7,152億78百万円となりました。為替換算調整勘定は減少しました

が、保有上場有価証券の時価上昇によるその他有価証券評価差額金の増加や、親会社株主に帰属する四半期純利益

の増加により前連結会計年度末に比べ110億89百万円の増加となりました。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の55.2％から57.4％となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

売上高は、概ね前回予想通りに推移する見込みです。営業利益は、グループ全体のコスト削減効果のほか、エネル

ギー価格が前回予想を下回る水準で推移したことなどから、前回予想を上回る見込みです。経常利益および親会社株

主に帰属する当期純利益は、海外子会社への外貨建て貸付金などの外貨建債権債務にかかる為替差益を計上すること

により、前回予想を上回る見込みとなるため、平成28年10月28日に公表いたしました平成29年３月期の通期の業績予

想を修正いたします。 

平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

780,000 

百万円 

32,500 

百万円 

30,000 

百万円 

19,000 

円 銭 

93.66 

今回修正予想（Ｂ） 780,000 35,500 36,500 24,500 120.77 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 3,000 6,500 5,500  

増減率（％） 0.0 9.2 21.7 28.9  

（ご参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
802,048 32,347 26,659 10,027 49.43 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当社の連結子会社である東洋製罐株式会社が、平成28年９月29日付で、当社の特定子会社であるMalaysia 

Packaging Industry Berhadの株式のすべてを大成ラミック株式会社に譲渡したことにともない、第２四半期連結

会計期間より同社を連結の範囲から除外しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 国内連結子会社の一部は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１

日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、当該会計方針の変更による当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であり

ます。 

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 169,185 144,363 

受取手形及び売掛金 205,750 215,739 

電子記録債権 30,140 33,797 

商品及び製品 70,914 67,273 

仕掛品 20,877 20,781 

原材料及び貯蔵品 30,618 28,565 

繰延税金資産 10,088 10,314 

その他 20,115 20,049 

貸倒引当金 △2,621 △3,072 

流動資産合計 555,069 537,812 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 121,612 116,970 

機械装置及び運搬具（純額） 119,994 110,475 

土地 81,362 80,675 

建設仮勘定 13,085 16,130 

その他（純額） 14,717 13,727 

有形固定資産合計 350,772 337,979 

無形固定資産    

のれん 43,934 37,594 

その他 44,817 35,813 

無形固定資産合計 88,751 73,408 

投資その他の資産    

投資有価証券 128,092 153,736 

長期貸付金 2,499 2,381 

退職給付に係る資産 4,318 6,260 

繰延税金資産 6,508 2,489 

その他 15,716 14,018 

貸倒引当金 △1,061 △1,016 

投資その他の資産合計 156,073 177,870 

固定資産合計 595,597 589,257 

資産合計 1,150,667 1,127,070 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 87,248 80,030 

短期借入金 50,199 41,977 

1年内償還予定の社債 5,000 － 

未払法人税等 2,848 5,687 

工場跡地整備費用引当金 522 53 

事業構造改革引当金 1,306 1,365 

その他 75,504 63,592 

流動負債合計 222,630 192,706 

固定負債    

社債 － 5,000 

長期借入金 132,343 116,541 

繰延税金負債 19,274 25,225 

特別修繕引当金 4,116 4,847 

ＰＣＢ対策引当金 378 324 

アスベスト対策引当金 155 155 

関係会社債務保証損失引当金 1,500 － 

役員退職慰労引当金 1,009 909 

退職給付に係る負債 55,511 56,687 

資産除去債務 1,317 1,279 

その他 8,240 8,113 

固定負債合計 223,848 219,084 

負債合計 446,478 411,791 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,094 11,094 

資本剰余金 1,361 1,361 

利益剰余金 581,274 603,379 

自己株式 △24,776 △24,777 

株主資本合計 568,953 591,057 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 56,097 70,137 

繰延ヘッジ損益 △230 △513 

為替換算調整勘定 20,609 △5,939 

退職給付に係る調整累計額 △9,692 △7,923 

その他の包括利益累計額合計 66,783 55,760 

非支配株主持分 68,452 68,460 

純資産合計 704,189 715,278 

負債純資産合計 1,150,667 1,127,070 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 609,124 588,614 

売上原価 517,989 490,372 

売上総利益 91,134 98,242 

販売費及び一般管理費 64,047 64,434 

営業利益 27,086 33,807 

営業外収益    

受取利息 216 191 

受取配当金 2,025 1,986 

為替差益 － 746 

持分法による投資利益 － 736 

その他 5,193 3,597 

営業外収益合計 7,435 7,258 

営業外費用    

支払利息 1,094 1,159 

固定資産除却損 685 948 

為替差損 3,592 － 

持分法による投資損失 482 － 

その他 2,990 2,940 

営業外費用合計 8,844 5,049 

経常利益 25,677 36,016 

特別利益    

固定資産売却益 － 3,744 

関係会社債務保証損失引当金戻入額 － 1,500 

特別利益合計 － 5,245 

特別損失    

事業構造改革費用 － 766 

事業構造改革引当金繰入額 6,955 189 

特別損失合計 6,955 955 

税金等調整前四半期純利益 18,722 40,306 

法人税等 7,054 11,428 

四半期純利益 11,667 28,878 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,939 3,647 

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,728 25,231 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 11,667 28,878 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,543 14,468 

繰延ヘッジ損益 136 △801 

為替換算調整勘定 △6,592 △27,133 

退職給付に係る調整額 620 1,926 

持分法適用会社に対する持分相当額 △161 △921 

その他の包括利益合計 △4,453 △12,463 

四半期包括利益 7,213 16,415 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,717 14,251 

非支配株主に係る四半期包括利益 496 2,163 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はない。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はない。

 

（セグメント情報等）

〔セグメント情報〕

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日  至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注1） 
合計 

調整額 

（注2） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注3） 
 

包装容器 

関連事業 

鋼板 

関連事業 

機能材料 

関連事業 

不動産 

関連事業 
計 

売上高                  

外部顧客への売上高 522,926 41,596 29,074 5,234 598,832 10,291 609,124 － 609,124 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

1,049 23,271 19 1,170 25,510 3,586 29,096 △29,096 － 

計 523,975 64,868 29,094 6,404 624,343 13,877 638,221 △29,096 609,124 

セグメント利益 20,099 949 2,847 3,163 27,060 665 27,725 △638 27,086 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硬質合金及び損害保険代理

業等を含んでいる。

２．セグメント利益の調整額△638百万円には、セグメント間取引消去6,580百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△7,219百万円が含まれている。全社費用は、主に持株会社である当社において

発生するグループ管理費用である。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注1） 
合計 

調整額 

（注2） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注3） 
 

包装容器 

関連事業 

鋼板 

関連事業 

機能材料 

関連事業 

不動産 

関連事業 
計 

売上高                  

外部顧客への売上高 499,815 40,020 26,327 5,540 571,703 16,911 588,614 － 588,614 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

1,905 21,494 29 1,154 24,584 4,256 28,841 △28,841 － 

計 501,720 61,514 26,356 6,695 596,287 21,168 617,456 △28,841 588,614 

セグメント利益又は損失(△) 29,821 2,860 244 3,415 36,341 △812 35,529 △1,721 33,807 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硬質合金、損害保険代理業

及び自動車用プレス金型等を含んでいる。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,721百万円には、セグメント間取引消去6,288百万円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△8,010百万円が含まれている。全社費用は、主に持株会社であ

る当社において発生するグループ管理費用である。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法

の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る

減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

 当該変更による影響は軽微である。
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